






要約:現在までに各地域(札幌,新潟,兵庫,北米)から報告された,神経芽腫マススクリーニ

ングの縦断的疫学研究の文献に基づき, スクリーニングの効果について批判的吟味を行っ

た。なお,検討に際しては,検査法の種類により,①高速液体クロマトグラフィ(HPLC)法,②

HPLC法以外の2つの方法に分けるとともに,③対照または実施前も併せて検討した。非HPLC

法を用いた場合の 1～4 歳(12～59 ヵ月) での神経芽腫発生率は,実施前/対照と比較して

大きな変化は認められなかった。一方, HPLC 法を用いた場合,発生率は実施前/対照およ

び非 HPLC 法と比べて低い半分近い値を示していた。HPLC 法によるスクリーニングの効果

が示唆されたが, さらに今後の検討が必要と考えられた。


